
 

           

「
男
、
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走
る
！
」    

  

第
94
回 

   

第
一
稿 

         

作
・
壽
倉 

雅 



登
場
人
物 

木 
内 

 

雅 

也
（
24
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『
オ
フ
ィ
ス
ツ
リ
ー
イ
ン
』
代
表 

 

国 

枝 
 

佐
代
子
（
59
） 

『
ス
リ
ジ
ェ
ネ
』
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー 

国 

枝 
 

茉 
奈
（
27
） 

佐
代
子
の
娘 

山 

中 
 

敦 
夫
（
44
） 

劇
団
主
宰
者 

田 

所 
 

俊 

子
（
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） 

市
民
映
画
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー 

本 

村 
 

晴 

臣
（
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） 

音
楽
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー 

橋 

岡 
 

直 

政
（
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） 
舞
台
俳
優 

住 

吉 
 

真
由
美
（
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） 
ダ
ン
ス
講
師 

 

野 

倉 
 

浩 

太
（
22
） 

『
ス
リ
ジ
ェ
ネ
』
メ
ン
バ
ー 

藤 

田 
 

昇 

平
（
22
） 

『
ス
リ
ジ
ェ
ネ
』
メ
ン
バ
ー 

山 

森 
 

直 

海
（
19
） 

『
ス
リ
ジ
ェ
ネ
』
メ
ン
バ
ー 

富 

永 
 
 
 

茜
（
23
） 

『
ス
リ
ジ
ェ
ネ
』
メ
ン
バ
ー 

大 

坂 
 

美 

央
（
17
） 

『
ス
リ
ジ
ェ
ネ
』
メ
ン
バ
ー 

熊 

瀬 
 

怜 

奈
（
18
） 

『
ス
リ
ジ
ェ
ネ
』
メ
ン
バ
ー 

河 

辺 
 

真
理
恵
（
22
） 

『
ス
リ
ジ
ェ
ネ
』
メ
ン
バ
ー 

阿 

川 
 
 
 

緑
（
30
） 

『
ス
リ
ジ
ェ
ネ
』
メ
ン
バ
ー 

麦 

沢 
 

愛 

花
（
20
） 

『
ス
リ
ジ
ェ
ネ
』
メ
ン
バ
ー 

坂 

本 
 

寿 

梨
（
20
） 

『
ス
リ
ジ
ェ
ネ
』
メ
ン
バ
ー 

 

弘 

田 
 
 
 

洸
（
23
） 

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
参
加
者 

鈴 

岡 
 

ゆ
り
え
（
19
） 

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
参
加
者 

山 

川 
 

裕 

作
（
20
） 

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
参
加
者 

北 
 
 
 

ま
ひ
る
（
22
） 

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
参
加
者 

月 

島 
 

藍 

那
（
22
） 

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
参
加
者 

大 

森 
 

泰 

明
（
58
） 

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
参
加
者 

加 

原 
 

美
穂
子
（
35
） 

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
参
加
者 

加 

原 
 

千 

世
（
13
） 

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
参
加
者 

林 
 
 
 

亜
里
沙
（
12
） 

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
参
加
者 

赤 

澤 
 

隆 

太
（
11
） 

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
参
加
者 

辻 

松 
 
 
 

翔
（
11
） 

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
参
加
者 

大 

坂 
 

理 

央
（
12
） 

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
参
加
者
、
美
央
の
妹 
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1

レ
ン
タ
ル
ス
タ
ジ
オ
・
一
室 

浩
太
、
茜
、
昇
平
、
直
海
が
楽
器
の
準
備
を

し
て
い
る―

―

手
伝
っ
て
い
る
寿
梨
。 

と
、
ド
ア
が
開
き
、
キ
ー
ボ
ー
ド
を
抱
え
た

雅
也
が
入
っ
て
く
る
。 

雅
也
「
お
は
よ
う
」 

一
同

「
（

そ
れ
ぞ
れ
に
）
お
は
よ
う
」 

寿
梨
「
あ
、
こ
れ
？ 
借
り
て
く
れ
た
キ
ー
ボ
ー
ド
」 

雅
也
「
そ
う
そ
う
」 

茜
「
結
構
大
き
い
ね
」 

浩
太
「
こ
ん
な
の
よ
く
借
り
れ
た
ね
」 

雅
也
「
高
校
時
代
、
仲
の
良
か
っ
た
ク
ラ
ス
メ
イ
ト

が
趣
味
で
キ
ー
ボ
ー
ド
や
っ
て
る
の
思
い
出
し
て

ね
、
事
情
話
し
て
本
番
ま
で
貸
し
て
く
れ
た
の
。

さ
す
が
に
ぶ
っ
つ
け
本
番
だ
け
と
、
演
奏
す
る
の

も
大
変
だ
ろ
う
か
ら
っ
て
」 

寿
梨
「
あ
り
が
と
、
う
っ
ち
ー
（
と
準
備
を
す
る
）
」 

雅
也
「
三
年
間
同
じ
ク
ラ
ス
で
仲
も
良
か
っ
た
ん
だ

け
ど
、
成
人
式
以
来
会
っ
て
な
か
っ
た
か
ら
ね
。

ち
ょ
う
ど
会
え
る
口
実
が
で
き
て
良
か
っ
た
わ
。
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あ
、
一
応
ね
取
扱
説
明
書
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
も
送
っ
て
く

れ
た
の
。
今
、
ジ
ュ
リ
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
送
る
わ
」 

と
、
ス
マ
ホ
を
取
り
出
し
て
、
操
作
を
す
る
。 

浩
太
「
何
か
ら
何
ま
で
、
う
っ
ち
ー
に
頼
っ
ち
ゃ
っ

て
ご
め
ん
ね
」 

雅
也
「
全
然
。
い
く
ら
で
も
頼
っ
て
。
俺
は
、
『
ア

ス
テ
リ
ズ
ム
』
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
す
か
ら
」 

浩
太
「
う
っ
ち
ー
」 

雅
也

「
（

鞄
か
ら
袋
を
出
し
て
）
こ
れ
、
お
菓
子
と

ジ
ュ
ー
ス
買
っ
て
き
た
。
後
で
み
ん
な
で
食
べ
よ

う
」 

昇
平
「
さ
す
が
う
っ
ち
ー
だ
わ
」 

雅
也
「
こ
ん
な
こ
と
し
か
で
き
な
い
か
ら
ね
。
そ
れ

に
、
コ
ウ
タ
も
と
み
ー
も
今
朝
神
奈
川
か
ら
着
い

て
き
た
ば
っ
か
で
、
こ
れ
か
ら
八
月
ま
で
し
ば
ら

く
こ
の
状
態
が
続
く
で
し
ょ
。
完
璧
な
状
態
で
ス

テ
ー
ジ
に
立
っ
て
も
ら
う
た
め
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

す
る
の
も
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
仕
事
で
す
か
ら
」 

茜
「
う
っ
ち
ー
に
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
頼
ん
で
正
解
だ
っ

た
わ
」 
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直
海
「
こ
の
間
、
『
ア
ス
テ
リ
ズ
ム
』
の
告
知
チ
ラ

シ
、
デ
ー
タ
で
く
れ
た
で
し
ょ
。
あ
れ
も
良
か
っ

た
な
」 

昇
平

「
（

チ
ラ
シ
の
写
真
を
見
せ
て
）
こ
れ
だ
ろ
。

『
夏
祭
り
に
降
り
注
ぐ
５
つ
の
星
群
（
ふ
り
が

な
：
ア
ス
テ
リ
ズ
ム

）
』
。

本
物
の
物
書
き
み
た

い
だ
な
」 

浩
太
「
お
い
シ
ョ
ウ
、
何
言
っ
て
ん
だ
よ
。
う
っ
ち

ー
の
本
職
は
、
物
書
き
だ
ぞ
」 

昇
平
「
あ
、
そ
う
だ
っ
た
」 

雅
也
「
大
丈
夫
、
最
近
よ
く
後
輩
に
言
わ
れ
る
の
。

『
今
、
う
っ
ち
ー
先
輩
っ
て
結
局
何
や
っ
て
る
ん

で
す
か
？
』
っ
て
。
ま
あ
、
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
作

っ
た
り
、
会
報
誌
の
依
頼
受
け
て
作
っ
た
り
し
て

る
け
ど
、
ど
う
し
て
も
最
近
は
『
ス
リ
ジ
ェ
ネ
』

の
仕
事
の
方
が
多
く
な
っ
て
る
も
ん
ね
。
そ
り
ゃ
、

物
書
き
の
イ
メ
ー
ジ
も
な
く
な
る
よ
ね
」 

茜
「
来
週
、
『
神
様
が
願
う
ま
で
』
の
一
般
オ
ー
デ

ィ
シ
ョ
ン
で
し
ょ
？ 

私
と
コ
ウ
タ
も
、
受
付
と

か
手
伝
う
こ
と
に
な
っ
て
る
け
ど
、
今
ど
う
い
う
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状
況
な
の
？
」 

雅
也
「
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
エ
ン
ト
リ
ー
の
人
へ
の
連

絡
は
、
ヤ
マ
さ
ん
が
や
っ
て
く
れ
て
る
ん
だ
け
ど
、

昨
日
の
段
階
で
五
十
六
人
っ
て
言
っ
て
た
」 

直
海
「
そ
ん
な
に
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
受
け
る
人
い
る

ん
だ
」 

雅
也
「
広
報
に
も
載
っ
た
し
、
新
聞
の
地
域
版
に
も

大
き
く
載
っ
た
で
し
ょ
。
だ
か
ら
、
結
構
い
ろ
ん

な
世
代
の
人
か
ら
の
エ
ン
ト
リ
ー
が
あ
る
み
た
い

で
ね
。
あ
と
一
週
間
あ
る
か
ら
、
多
分
こ
の
ま
ま

だ
と
六
十
人
は
超
え
る
だ
ろ
う
ね
」 

浩
太
「
午
前
と
午
後
に
、
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
分
け
て

て
正
解
だ
っ
た
な
。
一
気
に
六
十
人
に
も
来
ら
れ

た
ら
、
さ
ば
き
切
れ
な
い
わ
」 

雅
也
「
そ
う
だ
よ
ね
。
で
も
さ
、
来
週
と
み
ー
も
コ

ウ
タ
も
大
丈
夫
？ 

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
土
曜
日
っ

て
こ
と
は
、
金
曜
の
夜
に
仕
事
終
わ
り
に
そ
の
ま

ま
こ
っ
ち
に
帰
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
け
ど
」 

茜
「
大
丈
夫
」 

雅
也
「
神
奈
川
か
ら
愛
知
ま
で
車
で
何
時
間
も
か
か
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る
か
ら
、
気
を
付
け
て
お
い
で
よ
」 

茜
「
う
ん
、
あ
り
が
と
う
」 

浩
太
「
よ
し
、
準
備
で
き
た
。
一
回
通
し
て
み
る
か
」 

茜

「
（

ス
マ
ホ
を
雅
也
に
渡
し
て
）
う
っ
ち
ー
、
動

画
お
願
い
」 

雅
也
「
オ
ッ
ケ
ー
」 

そ
れ
ぞ
れ
準
備
を
す
る
浩
太
、
茜
、
昇
平
、

直
海
、
寿
梨
。 

雅
也
「
じ
ゃ
あ
、
動
画
回
す
よ
」 

と
、
録
画
ボ
タ
ン
を
押
し
て
、
頷
き
の
合
図

を
す
る―

―

ド
ラ
ム
の
昇
平
の
カ
ウ
ン
ト
で
、

そ
れ
ぞ
れ
演
奏
を
始
め
る
ギ
タ
ー
の
茜
、
ベ

ー
ス
の
浩
太
、
キ
ー
ボ
ー
ド
の
寿
梨
。
ベ
ー

ス
を
弾
き
な
が
ら
歌
い
始
め
る
直
海
。 

 

2

中
央
公
民
館
・
廊
下
～
大
会
議
室 

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
参
加
者
の
列
が
で
き
て
お

り
、
田
所
と
茉
奈
が
誘
導
を
し
て
い
る
。 

Ｎ
「
七
月
上
旬
、
秋
の
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
『
神
様

が
願
う
ま
で
』
の
一
般
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
開
催
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さ
れ
、
午
前
と
午
後
で
合
計
六
十
三
人
も
の
方
が

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
下
は
小

学
五
年
生
、
上
は
六
十
代
後
半
、
ま
さ
に
老
若
男

女
問
わ
ず
と
い
う
状
態
で
し
た
。
午
前
の
部
で
は

主
に
午
前
は
小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
の
主
に
学

生
が
多
い
印
象
で
、
午
後
の
部
は
成
人
の
方
が
多

く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
」 

審
査
員
席
に
座
っ
て
い
る
佐
代
子
、
山
中
、

本
村
、
市
役
所
職
員
・
小
島―

―

受
付
で
参

加
者
の
対
応
を
し
て
い
る
雅
也
、
浩
太
、
茜
。 

Ｎ
「
そ
の
参
加
者
の
方
た
ち
も
、
ま
さ
に
芸
達
者
な

人
た
ち
が
そ
れ
な
り
に
揃
っ
て
お
り…

…
」 

以
下
、
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
参
加
者
の
自
己
紹

介
と
、
受
付
に
い
る
雅
也
、
浩
太
、
茜
を
カ

ッ
ト
バ
ッ
ク
で
。 

×
 

 
 

 
×

 
 

 
 

×
 

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
参
加
者
・
弘
田
洸
（

23

）
。 

洸
「
弘
田
洸
と
言
い
ま
す
。
音
大
で
オ
ペ
ラ
を
専
攻

し
て
い
ま
す
」 

浩
太
「
オ
ペ
ラ
だ
っ
て
」 
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茜
「
ガ
チ
じ
ゃ
ん
」 

雅
也
「
す
げ
え
人
が
来
た
な…

…

」 

×
 

 
 

 
×

 
 

 
 

×
 

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
参
加
者
・
鈴
岡
ゆ
り
え

（

19

） 

。 

ゆ
り
え
「
鈴
岡
ゆ
り
え
で
す
。
大
学
一
年
生
で
す
。

高
校
の
時
、
学
校
の
企
画
で
開
催
さ
れ
た
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
に
出
演
し
ま
し
た
」 

浩
太
「
あ
の
子
、
可
愛
い
な
」 

雅
也
「
ヒ
ロ
イ
ン
と
か
、
メ
イ
ン
ど
こ
ろ
向
い
て
そ

う
」 

茜
「
悔
し
い
け
ど
、
可
愛
い
ね
」 

雅
也
「
悔
し
い
は
余
計
な
ん
じ
ゃ
な
い
」 

茜
「…

…

」 

×
 

 
 

 
×

 
 

 
 

×
 

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
参
加
者
・
山
川
裕
作
（

20

）
。 

裕
作
「
山
川
裕
作
、
大
学
二
年
生
で
す
。
高
校
の
時
、

演
劇
部
に
三
年
間
入
っ
て
ま
し
た
」 

浩
太
「
出
た
、
演
劇
部
出
身
」 

茜
「
イ
ケ
メ
ン
だ
ね
」 
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雅
也
「
あ
れ
も
、
メ
イ
ン
ど
こ
ろ
っ
ぽ
い
な
」 

×
 

 
 

 
×

 
 

 
 

×
 

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
参
加
者
・
北
ま
ひ
る
（

22

）
。 

ま
ひ
る
「
北
ま
ひ
る
で
す
。
大
学
四
年
生
で
す
。
小

さ
い
頃
か
ら
祖
母
の
影
響
で
三
味
線
を
習
っ
て
い

て
、
今
も
師
範
の
元
で
古
典
作
品
を
主
に
教
わ
っ

て
ま
す
」 

浩
太
「
三
味
線
だ
っ
て
」 

茜
「
大
学
四
年
っ
て
こ
と
は
、
私
の
一
個
下
か…

…

」 

雅
也
「
確
か
に
、
上
品
と
い
う
か
、
古
風
な
感
じ
が

す
る
ね
」 

×
 

 
 

 
×

 
 

 
 

×
 

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
参
加
者
・
月
島
藍
那
（

22

）
。 

藍
那
「
月
島
藍
那
で
す
。
今
は
フ
リ
ー
モ
デ
ル
と
し

て
、
主
に
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
を
中
心
に
や
っ
て
い
ま

す
」 

浩
太
「
モ
デ
ル
だ
っ
て
。
確
か
に
、
ず
ば
抜
け
て
オ

ー
ラ
が
す
ご
い
も
ん
な
」 

茜
「
可
愛
い
と
い
う
よ
り
，
キ
レ
イ
系
だ
ね
、
あ
れ

は
」 
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雅
也
「
確
か
に
。
雑
誌
の
表
紙
と
か
に
な
っ
た
ら
、

絶
対
買
っ
ち
ゃ
い
そ
う
」 

浩
太
「
う
っ
ち
ー
、
好
き
そ
う
だ
も
ん
な
、
あ
あ
い

う
子
」 

雅
也
「
ど
う
い
う
こ
と
？
」 

×
 

 
 

 
×

 
 

 
 

×
 

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
参
加
者
・
大
森
泰
明
（

58

）
。 

大
森
「
大
森
泰
明
で
す
。
若
い
頃
か
ら
、
ひ
た
す
ら

趣
味
で
演
劇
を
し
て
き
た
演
劇
バ
カ
で
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
」 

浩
太
「
渋
い
な
」 

茜
「
ダ
ン
デ
ィ
だ
ね
」 

雅
也
「
お
父
さ
ん
役
似
合
い
そ
う
」 

茜
「
確
か
に
」 

×
 

 
 

 
×

 
 

 
 

×
 

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
参
加
者
・
加
原
美
穂
子

（

35

）
。 

美
穂
子
「
加
原
美
穂
子
で
す
。
娘
と
一
緒
に
、
住
吉

先
生
の
ダ
ン
ス
教
室
で
学
ん
で
い
ま
す
」 

浩
太
「
出
た
、
住
吉
先
生
の
と
こ
ろ
の…

…

」 
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茜
「
娘
さ
ん
と
一
緒
っ
て
こ
と
は…

…

」 

雅
也
「
多
分
、
あ
の
隣
の
子
じ
ゃ
な
い
か
な
」 

×
 

 
 

 
×

 
 

 
 

×
 

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
参
加
者
・
加
原
千
世
（

13

）
。 

千
世
「
加
原
千
世
で
す
。
中
学
一
年
生
で
す
。
小
学

校
の
頃
か
ら
、
住
吉
先
生
の
と
こ
ろ
で
ダ
ン
ス
を

学
ん
で
い
ま
す
」 

浩
太
「
あ
れ
で
中
一
？
」 

茜
「
大
人
っ
ぽ
い
ね
」 

雅
也
「
勝
手
に
高
校
生
ぐ
ら
い
だ
と
思
っ
て
た
」 

×
 

 
 

 
×

 
 

 
 

×
 

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
参
加
者
・
林
亜
里
沙
（

12

）
。 

亜
里
沙
「
林
亜
里
沙
、
小
学
六
年
生
で
す
。
私
は
ず

っ
と
、
沖
島
友
さ
ん
の
作
品
が
大
好
き
で
、
ぜ
ひ

出
演
し
て
み
た
い
と
思
い
、
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に

応
募
し
ま
し
た
」 

浩
太
「
子
ど
も
っ
て
、
原
作
に
出
て
き
た
っ
け
？
」 

茜
「
い
や
、
そ
ん
な
に
出
て
こ
な
い
よ
ね
」 

雅
也
「
ヤ
マ
さ
ん
が
、
原
作
の
ど
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

使
う
か
に
よ
る
け
ど
ね
」 
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×
 

 
 

 
×

 
 

 
 

×
 

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
参
加
者
・
赤
澤
隆
太
（

11

）
。 

隆
太
「
小
学
五
年
生
、
赤
澤
隆
太
で
す
！ 

僕
は
、

人
を
楽
し
ま
せ
る
の
が
大
好
き
な
の
で
、
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
に
参
加
し
ま
し
た
！
」 

浩
太
「
元
気
だ
ね
ぇ
」 

茜
「
あ
あ
い
う
子
が
稽
古
に
い
た
ら
、
楽
し
い
だ
ろ

う
ね
」 

雅
也
「
あ
の
子
も
、
何
か
し
ら
の
役
も
ら
え
そ
う
な

気
が
す
る
け
ど
」 

×
 

 
 

 
×

 
 

 
 

×
 

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
参
加
者
・
辻
松
翔
（

11

）
。 

翔
「
辻
松
翔
、
小
学
五
年
生
で
す
。
お
芝
居
は
や
っ

た
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
生
懸
命
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
」 

浩
太
「
さ
っ
き
の
子
と
同
い
年
か
」 

茜
「
何
か
、
真
面
目
そ
う
な
男
の
子
だ
ね
」 

雅
也
「
い
や
、
さ
っ
き
の
子
と
友
達
に
な
る
と
、
案

外
素
が
出
る
と
思
う
よ
。
今
は
、
真
面
目
モ
ー
ド

の
仮
面
被
っ
て
る
気
が
す
る
」 
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浩
太
「
そ
う
な
の
か
？
」 

雅
也
「
何
と
な
く
、
俺
に
は
そ
ん
な
気
が
す
る
」 

×
 

 
 

 
×

 
 

 
 

×
 

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
参
加
者
・
大
坂
理
央
（

12

）
。 

理
央
「
大
坂
理
央
、
小
学
六
年
生
で
す
。
お
姉
ち
ゃ

ん
が
『
ス
リ
ジ
ェ
ネ
』
の
メ
ン
バ
ー
で
、
お
姉
ち

ゃ
ん
み
た
い
に
楽
し
く
ス
テ
ー
ジ
に
立
ち
た
い
と

思
っ
て
、
エ
ン
ト
リ
ー
し
ま
し
た
」 

浩
太
「
お
姉
ち
ゃ
ん…

…

？
」 

茜
「
大
坂
っ
て…

…

」 

雅
也
「
ミ
オ
だ…

…

。
ミ
オ
の
妹
ち
ゃ
ん
だ
よ
」 

浩
太
「
マ
ジ
か…

…

」 

×
 

 
 

 
×

 
 

 
 

×
 

審
査
会
を
し
て
い
る
佐
代
子
、
山
中
、
本
村
、

小
島―
―

片
付
け
を
し
て
い
る
雅
也
、
田
所
、

茉
奈
、
浩
太
、
茜
。 

佐
代
子
「
半
分
近
く
落
と
す
と
な
る
と
、
難
し
い
で

す
ね
」 

小
島
「
子
ど
も
た
ち
は
ど
う
し
ま
し
ょ
う
か
？ 

原

作
小
説
に
は
、
出
て
き
ま
せ
ん
が
」 
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山
中
「
僕
と
し
て
は
、
子
ど
も
た
ち
は
ち
ょ
い
役
で

は
な
く
て
、
猫
の
役
を
や
っ
て
も
ら
お
う
か
と
思

っ
て
ま
す
」 

佐
代
子
「
猫
？
」 

山
中
「
少
し
創
作
が
入
り
ま
す
が
、
せ
っ
か
く
才
能

の
あ
る
子
ど
も
た
ち
な
の
で
、
そ
う
い
う
シ
ー
ン

を
ワ
ン
シ
ー
ン
だ
け
入
れ
よ
う
か
な
と
」 

本
村
「
ま
あ
、
子
ど
も
た
ち
の
歌
唱
シ
ー
ン
と
か
も

入
れ
た
ら
、
見
て
る
人
に
と
っ
て
は
和
む
シ
ー
ン

と
い
う
か
、
ほ
ん
わ
か
し
た
シ
ー
ン
に
な
る
感
じ

が
す
る
よ
ね
」 

佐
代
子

「
（

小
島
に
）
小
島
さ
ん
、
原
作
の
改
変
は

問
題
な
い
で
し
ょ
う
か
？
」 

小
島
「
舞
台
脚
本
は
、
原
作
で
あ
る
沖
島
先
生
に
も

最
終
的
に
は
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
大

幅
な
改
変
で
な
く
、
あ
く
ま
で
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
仕

立
て
に
す
る
た
め
の
脚
色
な
ら
ば
問
題
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
事
前
に
、
私
の
方
か
ら
出
版
社
に
そ

の
こ
と
は
伝
え
て
お
き
ま
す
」 

佐
代
子
「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」 
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3

南
公
民
館
・
大
会
議
室 

稽
古
の
休
憩
中
。 

雅
也
、
浩
太
、
茜
、
美
央
、
が
話
し
て
い
る
。 

美
央
「
え
、
理
央
が
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
来
て
た
？
」 

雅
也
「
ミ
オ
、
知
ら
な
か
っ
た
の
？
」 

美
央
「
昨
日
の
午
前
中
は
、
私
学
校
行
っ
て
た
か
ら
。

母
さ
ん
も
理
央
も
何
も
言
っ
て
な
か
っ
た
の
に
な
」 

浩
太
「
反
対
さ
れ
る
と
思
っ
た
ん
じ
ゃ
ね
え
か
」 

美
央
「
ま
あ
、
私
と
し
て
は
妹
が
同
じ
稽
古
場
に
い

る
ほ
ど
や
り
に
く
い
も
の
は
な
い
か
ら
ね
」 

茜
「
そ
う
い
う
の
も
あ
っ
た
か
ら
、
言
わ
な
か
っ
た

ん
じ
ゃ
な
い
？
」 

美
央
「
そ
れ
で
、
理
央
は
受
か
っ
た
の
？
」 

雅
也
「
受
か
っ
た
み
た
い
だ
よ
」 

美
央
「
マ
ジ
？
」 

雅
也
「
昨
日
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
、
全
部
で
六
十
三

人
も
来
て
ね
、
選
考
大
変
だ
っ
た
ん
だ
か
ら
」 

浩
太
「
結
構
時
間
か
け
て
話
し
て
た
も
ん
ね
、
審
査

員
た
ち
」 
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茜
「
そ
り
ゃ
、
半
分
近
く
残
し
て
、
半
分
以
上
落
と

す
ん
だ
か
ら
、
慎
重
な
話
し
合
い
に
も
な
る
で
し

ょ
う
」 

美
央
「
そ
れ
だ
け
の
人
数
参
加
し
て
、
ど
う
し
て
わ

ざ
わ
ざ
理
央
残
す
か
な…

…

」 

雅
也
「
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
結
果
は
、
改
め
て
メ
ー
ル

で
送
る
み
た
い
だ
か
ら
、
美
央
か
ら
妹
ち
ゃ
ん
に

は
言
っ
ち
ゃ
ダ
メ
だ
よ
」 

美
央
「
言
い
た
く
も
な
い
わ
、
そ
ん
な
こ
と
」 

茜
「
せ
っ
か
く
妹
ち
ゃ
ん
と
同
じ
舞
台
に
立
て
る
の

に
」 

美
央
「
私
が
嫌
な
の
」 

浩
太
「
妹
ち
ゃ
ん
、
お
姉
ち
ゃ
ん
み
た
い
に
楽
し
く

ス
テ
ー
ジ
に
立
ち
た
い
っ
て
、
自
己
紹
介
の
時
に

言
っ
て
た
よ
」 

美
央
「
理
央
、
そ
ん
な
こ
と
言
っ
て
た
の
？
」 

雅
也
「
あ
あ
、
確
か
に
言
っ
て
た
わ
」 

美
央
「…

…

」 

雅
也
「
ま
あ
、
せ
っ
か
く
妹
ち
ゃ
ん
も
来
る
ん
だ
か

ら
、
姉
妹
仲
良
く
や
ん
な
さ
い
よ
」 
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美
央
「…

…

」 

と
、
住
吉
が
入
っ
て
く
る
。 

住
吉
「
お
疲
れ
様
で
す
」 

一
同
「
お
疲
れ
様
で
す
」 

住
吉
「
昨
日
は
、
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
参
加
で
き
な
く

て
す
い
ま
せ
ん
で
し
た
」 

雅
也
「
い
え
い
え
。
あ
、
そ
う
い
え
ば
住
吉
先
生
の

ダ
ン
ス
教
室
に
通
っ
て
る
生
徒
さ
ん
も
、
何
人
か

来
て
ま
し
た
よ
」 

住
吉
「
私
が
勧
め
た
ん
で
す
よ
。
あ
の
作
品
、
私
が

ダ
ン
ス
振
付
と
指
導
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く
で

し
ょ
。
ダ
ン
ス
パ
ー
ト
で
、
も
し
使
え
そ
う
な
人

が
い
れ
ば
と
思
っ
て
、
半
強
制
的
に
オ
ー
デ
ィ
シ

ョ
ン
受
け
さ
せ
た
ん
で
す
よ
」 

浩
太
「
親
子
連
れ
の
人
、
来
て
ま
し
た
よ
。
娘
さ
ん

の
ほ
う
は
、
中
一
な
の
に
す
ご
い
大
人
っ
ぽ
く
て
」 

住
吉
「
あ
あ
、
加
原
親
子
ね
。
あ
の
二
人
は
、
う
ち

の
ダ
ン
ス
教
室
で
も
、
中
心
メ
ン
バ
ー
で
腕
は
確

か
で
す
」 

茜
「
親
子
で
ダ
ン
ス
っ
て
い
う
の
も
、
す
ご
い
で
す
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ね
」 

住
吉
「
最
初
は
娘
が
通
っ
て
て
、
途
中
か
ら
母
親
も

一
緒
に
レ
ッ
ス
ン
来
る
よ
う
に
な
っ
て
。
そ
し
た

ら
い
つ
の
間
に
か
、
親
子
揃
っ
て
ダ
ン
ス
漬
け
の

生
活
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
の
よ
」 

茜
「
あ
の
お
母
さ
ん
の
方
は
、
元
々
ダ
ン
ス
経
験
あ

っ
た
ん
で
す
か
？ 

ダ
ン
ス
審
査
の
時
、
結
構
キ

レ
キ
レ
に
踊
っ
て
ま
し
た
か
ら
」 

住
吉
「
う
ち
に
来
て
か
ら
よ
、
ダ
ン
ス
す
る
よ
う
に

な
っ
た
の
」 

茜
「
そ
れ
で
あ
ん
な
に
上
手
く
な
る
ん
で
す
か
」 

住
吉
「
私
、
教
室
で
は
ス
パ
ル
タ
で
教
え
て
る
か
ら
」 

茜
「
あ
れ
、
そ
う
い
え
ば
今
日
の
最
後
に
、
メ
ン
バ

ー
だ
け
先
行
し
て
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
発
表
す
る
ん

じ
ゃ
な
か
っ
た
っ
け
？
」 

雅
也
「
あ
、
そ
う
だ
っ
た…

…

」 

×
 

 
 

 
×

 
 

 
 

×
 

雅
也
、
佐
代
子
、
山
中
、
浩
太
、
昇
平
、
直

海
、
茜
、
美
央
、
怜
奈
、
真
理
恵
、
緑
、
愛

花
、
寿
梨
、
橋
岡
、
住
吉
が
集
ま
っ
て
い
る
。 
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佐
代
子
「
昨
日
、
『
神
様
が
願
う
ま
で
』
の
一
般
オ

ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
全
体
キ
ャ
ス
ト
が
こ

れ
で
確
定
し
ま
し
た
。
こ
の
場
に
い
る
メ
ン
バ
ー

の
中
に
は
出
演
し
な
い
人
も
い
ま
す
が
、
今
日
は

メ
ン
バ
ー
の
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
発
表
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
で
は
、
ヤ
マ
さ
ん
お
願
い
し
ま
す
」 

山
中
「
は
い
。
そ
れ
で
は
メ
ン
バ
ー
の
キ
ャ
ス
テ
ィ

ン
グ
を
発
表
し
ま
す
。
主
人
公
で
あ
る
女
子
高
生

千
紗
役
は
、
ナ
オ
に
決
定
し
ま
し
た
」 

拍
手
を
す
る
一
同
。 

怜
奈
「
す
ご
い
、
ナ
オ
！
」 

真
理
恵
「
お
め
で
と
う
！
」 

直
海
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」 

愛
花
「…

…

」 

山
中
「
続
い
て
、
千
紗
の
友
人
の
女
子
高
生
役
に
ミ

オ
、
む
ぎ
、
ジ
ュ
リ
」 

美
央
・
愛
花
・
寿
梨
「
は
い
」 

山
中
「
千
紗
の
お
母
さ
ん
役
に
、
ミ
ド
リ
さ
ん
」 

緑
「
は
い
」 

山
中
「
そ
し
て
う
っ
ち
ー
に
は
、
今
回
ア
ン
サ
ン
ブ
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ル
と
し
て
出
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
」 

雅
也
「
は
い
」 

佐
代
子
「
う
っ
ち
ー
は
、
事
務
局
と
の
兼
ね
合
い
も

あ
る
の
で
、
キ
ャ
ス
ト
と
し
て
負
担
の
無
い
程
度

の
役
に
し
て
も
ら
い
ま
し
た
」 

雅
也
「
大
丈
夫
で
す
」 

佐
代
子
「
そ
れ
か
ら
、
『
ス
リ
ジ
ェ
ネ
』
の
こ
と
も

よ
く
分
か
っ
て
て
、
舞
台
の
現
場
を
知
っ
て
い
る

の
は
っ
し
ー
に
、
舞
台
監
督
を
お
願
い
し
ま
し
た
」 

橋
岡
「
舞
台
監
督
し
て
、
皆
さ
ん
が
円
滑
に
舞
台
に

立
て
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
」 

一
同
「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」 

×
 

 
 

 
×

 
 

 
 

×
 

部
屋
の
片
づ
け
を
し
て
出
て
い
く
一
同―

―

愛
花
が
呆
然
と
し
て
い
る
。
緑
、
そ
れ
に
気

づ
い
て
、 

緑
「
む
ぎ
、
大
丈
夫
？
」 

愛
花
「
あ
あ…

…

悔
し
い…

…

。
主
役
取
れ
な
か
っ

た…
…

」 
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緑
「
そ
う
い
う
世
界
だ
か
ら
ね…

…

」 

愛
花
、
涙
を
流
し
て
泣
き
始
め
る―

―

緑
、

優
し
く
背
中
を
さ
す
る
。 

Ｎ

「
『

神
様
が
願
う
ま
で
』
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
が

終
わ
り
、
キ
ャ
ス
ト
も
確
定
し
た
中
で
、
主
役
の

座
を
勝
ち
取
れ
な
か
っ
た
と
い
う
む
ぎ
の
よ
う
な

人
も
い
れ
ば
、
一
般
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
も
落
選

し
た
人
も
い
る
、
そ
の
中
で
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で
も

み
ん
な
と
同
じ
ス
テ
ー
ジ
に
立
て
る
こ
と
を
幸
せ

だ
と
思
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
だ
と
、
こ
の
む

ぎ
の
話
を
後
日
聞
か
さ
れ
た
僕
は
思
っ
て
い
た
の

で
し
た
」 

 

つ
づ
く 


